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１　概要
　　　令和6年の県内の土砂災害は、全国で２番目に多い８６件発生し、４年ぶりに「死亡者

数ゼロ」を達成しました。（参考１参照）
　　なお、住宅半壊２戸と一部損壊３戸の被害がありました。

２　再度災害の防止
　　　現在、台風第１０号を中心に災害が発生した箇所について、関係機関と連携し、復旧

を進めています。そのうち、静岡市の土石流や熱海市のがけ崩れなど規模の大きかった
４箇所については、再度災害の防止を図る国の災害関連緊急事業に採択され、砂防堰
堤や法枠工を緊急的に整備し、県民の安全と安心を確保いたします。

３　防止施設の効果事例
　　　国土強靭化の関連予算等で整備した土砂災害防止施設が土砂を食い止め、被害を
　 防いだ施設効果を確認しています。（計１８箇所）
　　・平成27～令和元年度に整備した擁壁「渡ヶ島禿石（かぶろいし）」（浜松市）
　　・令和５年度に砂防堰堤の堆積した土砂を緊急的に除石した「殿谷川（とのやがわ）」
　　（静岡市）等

（参考１）近年（10年間）の土砂災害の発生状況

    ※　全国の集計値は、11月30日時点　　　

【災害関連緊急事業】　　　　　　【施設効果事例】

 　 　　　　　　　　　　
　 がけ崩れ（熱海市下多賀）　　　　崩壊土砂を擁壁が食い止め被害を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　防いだ事例（浜松市天竜区渡ヶ島）


